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令和元年度酒々井町教育委員会１０月定例会議 議事録 

 

開 催 日 令和元年１０月２５日（金） 
 
開 催 場 所 役場西庁舎２階第１会議室  
 
出席委員  教 育 長 木村 俊幸   教 育 長 職 務 代 理 者 石井 國治 

委    員 村重 浩二   委 員 林  洋子 
      委 員 大塚 益子    
出席職員  教 育 次 長 福田 良二    
      こ ど も 課 長 七夕 夕美子    学 校 教 育 課 長 吉村 忠広 

生涯学習課長 鵜澤 勝己   中 央 公 民 館 長 鈴木 潤一 
      学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 増渕 和江    プ リ ミ エ ー ル 酒 々 井 館 長 渡辺 幸夫 

こ ど も 課 副 主 幹 （ 書 記 ） 伊藤 雄三    
 

１ 開 会 時 刻  １４：００ 
 
２ 議事録署名委員の指名 
 
３ 議 題 
（１）議 案 
  議案第１号 令和元年度１１月補正予算（案）について 
（１）報 告 
  報告第１号 史跡墨古沢遺跡保存活用計画策定委員会委員の委嘱について 

  報告第２号 行政報告について 

 
４ 次回会議の予定 １１月２８日（木）午前９時３０分 西庁舎２階第１会議室 
 
５ 教育長・教育委員の予定 
 
６ その他 
 
７ 閉 会 時 刻  １５：３６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

２

議 事 録 

１ 開会の言葉 

木村教育長 
  ただ今より、令和元年度酒々井町教育委員会１０月定例会議を開会します。 

 

                                       

 

２ 議事録署名委員の指名 

木村教育長 
議事録署名委員の指名を行います。本日の議事録署名委員は、林委員を指名させてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 
 

                                       
 
３ 議 題 

木村教育長 
  これから議題に入ります。本日の議事は、報告２件としておりましたが、議案第１号

として、「令和元年度１１月補正予算（案）について」を追加したいと存じます。これ

にご異議ございませんか。 
（異議なし） 

木村教育長 
ご異議ありませんので、令和元年度１１月補正予算（案）について議案第１号として

追加することに決定しました。 
ただいま追加提案することに決定しました議案第１号につきましては、開会前の町議

会に提案する案件であることに鑑み、非公開にしたいと存じますが、これにご異議あり

ませんか。 
（異議なし） 

ご異議ありませんので、議案第１号は非公開とすることに決定しました。 
それでは、初めに報告第１号「史跡墨古沢遺跡保存活用計画策定委員会委員の委嘱に

ついて」を議題とします。事務局から説明をお願いします。 
鵜澤生涯学習課長 

  はい、議長 

木村教育長 

  生涯学習課長 

鵜澤生涯学習課長 

報告第１号「史跡墨古沢遺跡保存活用計画策定委員会委員の委嘱について」 

史跡墨古沢遺跡保存活用計画策定委員会設置要綱第３条の規定により、下記の者を史

跡墨古沢遺跡保存活用計画策定委員会委員として委嘱したのでご報告いたします。 

委員に委嘱いたしました方々についてご説明いたします。 

はじめに、佐藤宏之委員については、東京大学大学院教授で、専門分野は考古学旧石

器時代です。 
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次に、国武貞克委員については、独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所 都

城発掘調査部 主任研究員で佐藤氏と同じく考古学旧石器時代の専門です。 

次に、工藤雄一郎委員については、学習院女子大学准教授で、昨年度まで国立歴史民

俗博物館 准教授としておられました。専門分野は、第四紀学です。 

次に、百原新委員については、千葉大学大学院教授で、専門分野は植物学で、環境考

古学、古植物学、古生態学などです。 

次に、八馬智委員については、千葉工業大学教授で、専門分野は景観デザイン、観光

学です。 

次に、鮫島真弓委員については、ＮＰＯ法人全国生涯学習まちづくり協会の副理事長

で東酒々井の空き店舗を活用した「ココ」を開設し運営しています。人と人、また、人

とまちをつなげ、輝けるまちにしていく活動をされています。 

最後に、立田文夫委員については、地元墨地区に在住し、墨を通る県道周辺の美化を

中心とした活動を行っている「墨ウェルカムロード実行委員会」の代表としてご活躍さ

れています。 

なお、佐藤委員、国武委員、工藤委員の３名は、墨古沢遺跡の国史跡指定の内示を受

けるまで「調査指導委員会」の委員として委嘱をしており、今回の保存活用計画策定委

員会委員としても引き続いてお願いしたものです。説明は以上でございます。 
木村教育長 

事務局の説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 
ご意見、ご質問等はございませんか。 

林委員 
  はい、議長 
木村教育長 
  林委員 
林委員 
  委員さんの所属・分野などをお伺いしました。素晴らしい経歴の持ち主で、全国から

幅広く委員としてご活躍いただけるのだと理解しました。そんな方々に墨古沢遺跡の保

存活用についてご指導いただけるのは光栄なことだと思います。以上です。 
木村教育長 
  私からお伺いしますが、この策定委員会は年に何回程度開催する予定か決まっていま

したらお答えください。 
鵜澤生涯学習課長 
  はい、議長 
木村教育長 
  生涯学習課長 
鵜澤生涯学習課長 
  保存計画は、本年度と来年度で策定したいと考えておりまして、会議は、本年度２回、

来年度は２回ないし３回と考えております。本年度は、１１月２９日（金）に第１回会

議を開催し、この席で委嘱状を交付させていただく予定です。第２回会議は未定ですが、

３月の開催となる見込みです。 
木村教育長 

会議の開催予定はお聞きのとおりです。ほかにご意見等はございませんか。 
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（意見等なし） 
ご意見、ご質問等ないようですので、「報告第１号」を終わります。 
次に、報告第２号「行政報告について」を議題とします。はじめに、私からご報告い

たします。 
  はじめに、台風１９号関係についてご報告いたします。このたびの台風に対して、

町は１１日に災害対策本部を設置し、ただちに対策本部会議が開催されました。避難

所につきましては、午後４時、中央公民館、酒々井小、大室台小に開設しました。さ

らに、翌１２日午前９時には酒々井中、東京学館高校、コミュニティプラザ、プリミ

エールにも追加して開設しました。そして９時５０分に避難勧告が発令され、お手元

に配布いたしました資料にお示ししてありますように避難者が増え続けました。約１，

０００人が避難したということも、学校を避難所として開設してそこに避難者が来た

ということも酒々井町にとって初めてのことだそうです。私は教育次長・学校教育課

長と夜、避難所を巡回しました。皆さんはそれなりの不安を抱えていらっしゃいまし

たが、比較的落ち着いておられました。台風１５号の時と違って気温が低かったのが

幸いでした。教育委員会所管の施設等の被害状況については、後ほど各課ごとに課長

等がご報告いたします。 

  次に、１０月４日に来日したドルフェン市代表団についてご報告いたします。一行

はグルンドナー市長他議員６名、市役所職員３名、それと中学生派遣事業で通訳やガ

イドでお世話になった作家の村木さんの合計１１名でした。この日の午後、一行は役

場を訪れ、庁舎内やプリミエールを見学、夜はホテルで町長以下町幹部職員及び議会

議長等と交流会に臨みました。この席で親密度が高まったように感じました。翌５日

は東京見学、６日は千葉氏まつりに参加していただきました。千葉氏まつりは大変印

象深かったようで、お礼や感想の中に千葉氏まつりのことが何度も上がっていました。

そして７日に京都に向かい、９日まで京都見学、６日間の日本を満喫して１０日に離

日しました。来年度以降の中学生のドルフェン派遣事業の充実を期待したいと思って

いるところです。町長とともに空港でお見送りしましたが台風１９号接近前の離日で

よかったと思った次第です。 

  次に、６日に行われました第４回千葉氏まつりについてご報告いたします。今回は

町制施行１３０周年を記念した事業に位置づけ、新たな取り組みを行いました。その

一つは埼玉県川越市の川越藩火縄銃鉄砲隊保存会の皆様による演武が披露されたこと

です。迫力ある発砲音に一瞬静まり、そして驚きの声が漏れました。２つめは、ばか

乗り、つまり仮装行列に武者行列が加わったことです。私も本格的な甲冑を着用して

さわやか通りを練り歩きさせていただきました。３つめは、夜に花火の打ち上げがあ

ったことです。約２，０００発が打ち上げられ夜空を彩りました。観覧の皆様から幾

度となく歓声と拍手が起こりました。今回は記念事業としたわけですが、成功裏に終

了できたものと評価しております。 

  次に、９日に開催された印旛郡市中学校駅伝競走大会についてですが、男子４１校、

女子３６校が参加しました。酒々井中は男女とも参加し、男子は昨年同様１・２年生

で編成されたチームでしたが、順位は昨年の１４位より落として２６位でした。女子

は昨年の１０位入賞からさらに順位を上げ、５位になりました。しかし４位との差が

１６秒で、県大会出場は４位までとなっており、大変惜しかったと思います。 

  次に、１６日に開催されたこども模擬議会について報告いたします。今回は、平成
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１８年から始まった中学生議会を含めると１４回目、小学生も参加するようになった

こども議会としては４回目となりました。特に小学生は、質問内容は模擬選挙を通じ

て選ばれており、質問の質的向上が感じられました。また、小中学生ともきちんとし

た服装で、かつ堂々とした態度で発言しておりました。改善点ですが、質問を暗記し

ていた人もいましたが、暗記は負担だと思いますので、今後は質問原稿を手元に置い

てそれを見ながら質問する。こうすることで負担が軽減され、緊張も軽減され、安心

感を持って質問に臨めると思われます。そういった点を検討するよう担当職員に、指

示いたしました。質問内容の概要につきましては後ほど教育次長から報告がございま

す。 

  次に、ＭＯＡ美術館印旛児童作品展についてですが、この表彰式が２０日（日）日

本医科大学付属病院内の看護専門学校で行われ、これに出席しましたのでご報告いた

します。参加校は３９校、出展総数は１，４５３点で、酒々井町からは両小学校から

１３４点の出展がありました。大変多くの出展の中で、酒々井小６年生の峯田直明さ

んら３人の作品が最上位であります『ＭＯＡ美術館奨励賞』となり、全国展に出展さ

れることになりました。峯田直明さんは平成２９年度の全国展で外務大臣賞に輝いた

峯田知明さんの弟さんです。峯田さんの作品が全国展で入賞することを期待するとと

もに、今回の作品展で酒々井町長賞・議会議長賞・教育長賞などに入賞・入選された

児童の皆さんに心からお祝い申し上げます。 

   最後に、私事で大変恐縮ですが、１０月１０日（木）、文部科学省講堂で行われま

した令和元年度地方教育行政功労者表彰式に臨み、文部科学大臣より表彰状をいただ

きました。身に余る光栄でありますし、このような栄誉に浴することになりましたの

も委員の皆様、教育委員会事務局職員はじめ多くの皆様のおかげであると心から思っ

ております。今後は受章に恥じないよう一層努力して参りますのでどうぞよろしくお

願い申し上げます。ありがとうございます。 

（拍 手） 

  私からは以上です。続いて、各委員の皆様からご発言いただきたいと思います。 

林委員 

  はい、議長 

木村教育長 

  林委員 

林委員 

  秋風が吹き始めた９月２８日（土）中央保育園のわんぱく祭りに石井職務代理者と出

席してまいりました。 

  子ども達が楽しめる、買い物体験やゲーム、焼きそばなどの試食が、所狭しと準備さ

れていました。忙しい中、保護者の方々が手作りされ、笑顔一杯の子ども達で賑わって

いました。 

  卒園生の子ども達もかわいい浴衣姿で参加され、先生方や後輩に成長を見せてくれて

いました。年齢を越えたコミュニケーション、親子、祖父母とのふれあいの姿も拝見で

きました。大きく成長した暁には、過去の良き思い出として原風景となるのだと思いま

す。わんぱく祭りの看板をバックに記念撮影をしている姿が印象的でした。私からの報

告は以上です。 

石井教育長職務代理者 
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  はい、議長 

木村教育長 

  石井教育長職務代理者 

石井教育長職務代理者 

  私からは、９月２８日（土）に開催されましたドイツ国際交流派遣事業解団式につい

て、ご報告いたします。 

  台風１５号の影響により、９月９日（月）に予定していた結団式が中止となり、生徒

皆さんの交流事業にかける思いを聞くことができませんでした。今回のドイツとの交流

事業の参加者は、全員が２年生で男子１名、女子９名の１０名での参加となりました。

皆さんそれぞれ貴重な経験をされ、９月２１日（土）に帰国しました。 

  解団式では、１名がテニスの試合出場のため欠席、代理者による報告でした。 

  ドルフェン市に到着したときの皆さんの第一印象は、建築物が３階建てに統一されて

カラフルで明るく、まるでディズニーランドの街並みのようだと感じたそうです。環境

整備や食文化、アウトバーンに代表される速度制限なしの交通網など、新鮮で興味深い

報告が発表されました。また、ホームステイ先では、サイクリングを家族と一緒に楽し

み、持参した書道道具にて家庭や学校で習字を披露するなどしたようです。ホームステ

イ先だけでなく、ギムナジウム・ドルフェン校でも大変な歓迎を受けたことなどが報告

されました。 

  短期間で交流が深まった理由の一つとして、ドルフェン市から車で１時間近くかかる

ミュンヘン空港にホームステイ先の皆さんが大勢来てくれ、初日から緊張感がほぐれた

こと、帰国の際に遠方の空港まで見送りに来てくれたことなどが挙げられるようです。

いろいろな思い出ができた交流事業、一回り大きく成長し、この貴重な経験をもとに継

続する力を肝に銘じて英語力を磨き、外国文化を理解して、グローバルな視点を磨いて

いただきたいと思います。 

  今月開催された町制施行１３０周年記念酒々井・千葉氏まつりにあわせて来日された、

ドルフェンの市長さんにおかれましては、鎧・兜を身に着け、戦国武将に変身されまし

た。最高の気分であったことと思われます。祭りの閉会後、飯沼本家まがり家にて会食、

その後の千葉氏まつりのハイライトである花火大会も見学されたようです。市長をはじ

め議員団の皆さん、酒々井町のおもてなしに感激して帰国されたことと思います。酒々

井町とドルフェン市の生徒達の交流事業、そして行政も交流を深め強い絆で結ばれたこ

とと思います。酒々井町・ドルフェン市がともに発展することを祈ります。以上です。 

村重委員 

  はい、議長 

木村教育長 

  村重委員 

村重委員 

  私は、１０月６日（日）に行われた「第４回酒々井・千葉氏まつり」について、ご報

告させていただきます。 

  昨年は、あいにくの台風の影響で中止となってしまいましたが、今年は、前日までの

暖かさが嘘のように秋を感じる曇りの肌寒い天気でした。戦国時代の延徳２年（１４９

０年）８月１２日、戦国大名千葉氏の居城・本佐倉城に城下町が誕生したのを機に繁栄

を祈願し、城の鎮守である八幡神社（佐倉市大佐倉）祭礼が本佐倉城下で明治時代中頃
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まで盛大に行われていました。酒々井・千葉氏まつりは、これを再現するもので、２０

１６年に復活し、今年で３回目となりました。 

  祭りの目玉は、仮装した参加者が会場内や町内をにぎやかに練り歩く「ばか乗り」と、

伝統衣装を身に着けた人が馬に乗って会場内を駆け抜ける「競馬（きそいうま）」。この

ほか、馬との触れ合い体験や各種団体の演技、ゆるキャラ集合などが行われました。 

  オープニングを飾る、川越の火縄銃鉄砲隊保存会の火縄銃の実演は圧巻でした。鉄砲

は、江戸時代実際に使われていた物だそうで、とても貴重な物を見させていただきまし

た。 

  開会式の壇上には、今年は教育長も武将になっていて驚きました。とても似合ってい

ました。来賓は、遠くはドイツのドルフェンから市長はじめ代表団の方々、山形県酒田

市の方々、周辺市町の首長、さらには武蔵千葉氏のふるさと板橋区長、荒川区長まで来

ていただきました。とてもありがたいことです。 

  今年のばか乗り仮装コンテストも盛り上がり、たくさんの方々に出場していただきま

した。千葉手作り甲冑隊の方々が身に着けていた甲冑は見事な出来栄えで感心しました。

イベントの中でも観客を集めるのは、やはりゆるキャラでした。ゆるキャラが１７体も

揃うと見応えがあり、カメラやスマホで写真を撮る方が多かったです。 

なつかしいなぁと思ったのは、ちんどん屋さん達でした。昔はよくパチンコ屋で見か

けたものです。懐かしいメロディーもたくさんありましたが、今流行りのパプリカを歌

いはじめると子ども達が集まってきて踊っていました。あらゆる年代の心をつかむのは

さすがプロの方達です。競馬は、現代風にアレンジし、どなたでも楽しめるものとなっ

ておりました。 

  千葉氏まつりの最後は、まつりを締めくくる盛大な花火でした。あいにく、町はずれ

の自宅からは直接見ることはできませんでしたが、自宅の近くで見させていただきまし

た。町制１３０周年記念の秋の夜空を鮮やかに彩っておりました。大変いいものを見せ

ていただきました。ありがとうございました。 

  最後に、千葉氏まつり実行委員会の方々、町職員の方々、長時間にわたりご苦労様で

した。私からの報告は以上です。 

大塚委員 

  はい、議長 

木村教育長  

  大塚委員 

大塚委員 

  １０月１１日（金）台風１９号の迫る中、酒々井中学校への教育委員会学校訪問をさ

せていただきましたので、ご報告します。 

  各教室には、青雲祭の合唱コンクールに向けた掲示がされておりました。音楽的表現

に言及しているものがあると思えば、精神論で繋がっているものもあり、学級の個性が

感じられました。 

  学校全体が落ち着いた雰囲気で学習できており、各教育機器を活用して授業できてい

ると思いました。 

  英語では、ネイティブ発音のソフトを取り入れてテレビを使っての授業、先生の発音

もとても綺麗でした。 

  技術科では、一人一台のパソコンでパワーポイントを使って学校の紹介を作成してい



 

 
 

８

ました。また、体育科では、野球型球技の段階を経た指導を見ることができました。運

動経験の少ない生徒にはとてもわかりやすく、楽しみながら取り組める内容だったと思

います。 

  現代の子ども達の実態にあわせて工夫された授業の数々に自分ももう一度中学生に戻

って授業を受けたいと思いました。 

  全体に向けて話すときの生徒の声が小さく感じたのは、自信のなさなのか小さな声で

も通用してしまう環境なのかと思いましたが、大きな声で話せるよう指導者の働きかけ

があると良いのかなと思いました。 

  月曜日を定時退勤日にする、職員の休暇を取りやすくするなど、先生方の働き方改革

についてご配慮いただいていることも伺い、ありがたいことだと思いました。私からの

報告は以上です。 

石井教育長職務代理者 

  はい、議長 

木村教育長 

  石井教育長職務代理者 

石井教育長職務代理者 

  続いて、１０月１６日（水）に開催された、町こども模擬議会についてご報告します。 

  昨年は、議長を含めて１８人が出席、酒々井小学校３人・大室台小学校５人いずれも

６年生、中学３年生が１０名で開催されました。今年は、小学校６年生が５人、中学３

年生は体調不良で一名の欠席がありましたが、議長を含めて９名の出席となりました。 

  教育委員は、林委員、大塚委員と３人で早めに傍聴席に入りました。会場では、出席

する生徒皆さんが議長役の遠藤空流さんをはじめ、緊張感の中真剣にリハーサルをして

いました。町長、副町長、教育長ほか執行部の方々の出席のもと開会されました。小学

生から質問が開始され、１３名が質問に臨む姿ですが、一人ひとりが再質問を行い、全

員が礼儀正しく明瞭な大きな声で質問し、意見を述べていました。議事進行役の議長も

含めて堂々としていて本当に立派でした。 

  質問の内容は、こども達が安心して遊ぶことができる施設や、昨今の異常気象に伴う

町の安全対策や防災について、文化財や公共施設の整備、通学路の安全対策などでした。

中には、町のＰＲポスター作りなどがあれば、参加して協力したいとの申し出もありま

した。また、今回、外国人の方々に対して町のＰＲや生活のお知らせをしてはどうかと

の質問がありました。この質問に対して、副町長から酒々井町に滞在する外国人は、中

国人１４５人をはじめ、フィリピンやネパール等アジア系を主として３２か国６０７人

在住している、町の人口の２．９パーセントを占めています、との答弁があり、少し驚

きました。いずれの質問に対しても、町の執行部から丁寧な答弁がありました。子ども

達の要望に対して、費用の観点等から難しそうなものもありますが、少しでも改善し、

前向きに実現を目指していただきたいと思います。 

  今回、質問に登壇した６年生は推薦された人達、そして中学生は全員が生徒会役員と

聞いております。なかなか体験できない模擬議会を議場内で町長をはじめ執行部の前で

実施したことは、将来酒々井町を背負って、町議員やなんらかの形で町の貢献者になる

人物となる経験になったのではないかと思います。これからの皆さんの成長を楽しみに

しております。以上で私からの報告を終わります。 

木村教育長 
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  委員さんからのご報告が終わりましたので、続きまして、事務局から報告いたします。 

はじめに教育次長より報告をお願いいたします。 

福田教育次長 

  はい、議長 

木村教育長 

教育次長 

福田教育次長 

  私からは、１０月１６日（水）に行われました「こども模擬議会」につきまして、報

告いたします。 
教育委員会に関係する質問は、外国の方への町のＰＲ施策として、本佐倉城跡や酒々

井宿を活用した観光ツアーを実施してはどうか。カンカンムロ横穴群を整備して、人が

集まれる場所にしてほしい、という２点の文化財活用に関する質問が２人のこども議員

からあり、町長、教育長、担当課長からそれぞれ、町の考え方を答弁しました。 
答弁の内容ですが、１点目の町のＰＲに関しては、まちの顔づくり推進事業として、

江戸時代に栄えた旧酒々井宿に残る歴史的資産として、莇吉五郎家や印旛沼眺望名勝地

「下がり松」などの整備を進めていることや１０月にオープンした「まるごとしすい」

の活用について答弁しました。 
２点目のカンカンムロ横穴群の整備については、貴重な文化財、町の歴史を知るため

の大切な資源として、今後も引き続き所有者のご協力をいただきながら整備をしていく

旨を答弁しました。 
  なお、今回から小中学生本人が作成したフリップを掲示して質問を行いましたが、国

会の委員会で議員が行うように、フリップを示しながら質問ができるとより素晴らしい

質問になったのかなと思いました。 
続きまして、千葉氏まつりにつきましては、教育長、教育委員から報告がありました

ので、私から当日の来場者数についてご報告いたします。当日は、時折小雨が降り、肌

寒い天候ではありましたが、来場者は約２，２００人、「ふるさと花火大会」につきまし

ては、会場で約６５０人という報告を受けております。以上でございます。 

木村教育長 

続いて、こども課から順に報告願います。 

七夕こども課長 

はい、議長 

木村教育長 

こども課長 

七夕こども課長 

  こども課に関係いたします台風１９号の被害等でございますが、大室台小学校グラウ

ンドの柳の倒木がございました。現状復旧に向けて調整をしてございます。以上です。 

吉村学校教育課長 

はい、議長 

木村教育長 

学校教育課長 

吉村学校教育課長 

  台風１９号関係の被害でございますが、台風が通過し、三連休が明けた１０月１５日
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（火）以降、通常授業が実施できております。授業等に支障はございません。以上でご

ざいます。 

鵜澤生涯学習課長 
 はい、議長 

木村教育長 
生涯学習課長 

鵜澤生涯学習課長 
  台風１９号による被害の関係でございますが、今回は施設等に被害はありませんでし

た。なお、１０月１３日（日）、１４日（月）に予定をしておりました、「スポーツ・レ

クリエーション祭」につきましては、台風の影響を考慮し、１０日（木）に中止を決定

しております。生涯学習課からは以上です。 

鈴木中央公民館長 

  はい、議長 

木村教育長 

  中央公民館長 

鈴木中央公民館長 

  台風１９号の被害でございますが、中央公民館では今回特にありませんでした。なお、

中央公民館における避難者数ですが、１０月１２日（土）のピーク時には、２３０名と

なりました。施設をほぼフルに活用して受け入れをいたしました。最高に受け入れられ

たとして、２６０名ぐらいが限度なのかな、という印象でした。 

  また、１２日（土）・１３日（日）につきましては、避難所とされる予定でしたので、

利用団体の方々にはあらかじめお断りをさせていただき、ご理解をいただき、貸館は行

いませんでした。結果的に、１２日（土）は終日避難所が開設されましたが、翌日１３

日（日）の朝には警報等が解除され、避難されていた方々もお帰りになりましたので、

７時４０分に避難所は閉鎖されました。貸館の予定がなかったことから、午前中に清掃

等を行い、午後からは閉館の措置を取らせていただいたところです。公民館からは以上

でございます。 

増渕学校給食センター所長 

  はい、議長 

木村教育長 

  学校給食センター所長 

増渕学校給食センター所長 

  台風１９号関係の被害ですが、今回は特にございませんでした。以上です。 

渡辺プリミエール酒々井館長 

  はい、議長 

木村教育長 

  プリミエール酒々井館長 

渡辺プリミエール酒々井館長 

  台風１９号の被害でございますが、１２日（土）につきましては、台風の影響を考慮

して前日の１１日（金）の時点で臨時休館と決定させていただきました。文化ホールに

つきましても予約等がなかったので影響はございませんでした。図書館は通常営業でき

る状態ではありましたが、臨時休館としております。 
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  １２日（土）の朝に避難勧告が出まして、急遽、９時過ぎからプリミエール避難所が

開設されました。ピーク時には、２５４名を収容いたしました。開設当初は、中央公民

館がメインの避難所でプリミエールは補完的な意味合いと考えておりましたが、勧告の

防災行政無線が入った途端に、多くの方々の来館が始まりました。私を含めてプリミエ

ール職員２名での対応となりましたが、その後応援職員が到着し、５名で避難所を運営

いたしました。 

  はじめのうちは、会議室にブルーシートを敷いて受け入れました。その後、来館者が

続きましたので、多目的室・文化ホールを開放しました。文化ホールは、舞台を使用し

ていただきましたが、観客席をご利用される方もいらっしゃいました。次いでホワイエ、

さらには、エントランスの廊下の部分もブルーシートを敷いてご利用いただきました。

なお、図書館につきましては、開放してございません。こうして、施設の概ねすべてを

開放して２５４名の方々を受け入れたわけですが、お一人のスペースには余裕がありま

したので、一人あたり一畳などの制限をさせていただければ、もう少し余力はあると考

えております。 

  一方、施設そのものの被害につきまして、特にございませんでした。プリミエールの

台風１９号に関するご報告は、以上でございます。 

木村教育長 
 教育委員の皆さん、そして事務局から行政報告がございました。 
これから質疑に入ります。ご意見、ご質問はございませんか。 

石井教育長職務代理者 
  はい、議長 
木村教育長 
  石井教育長職務代理者 
石井教育長職務代理者 
  台風の避難所についてご報告していただきました。私は避難所に顔を出すなどしてお

らず、大変申し訳ないことをいたしました。中央公民館では、ピーク時に２３０名が避

難をしていたとのことですが、スタッフは何名体制でどのような方が対応されたのか教

えてください。 
鈴木中央公民館長 

  はい、議長 

木村教育長 

  中央公民館長 

鈴木中央公民館長 

職員の対応でございますが、生涯学習課及び中央公民館で５名の体制でした。１２日

の８時から翌日の９時過ぎまで従事しました。途中、毛布やマットなどの物資を総務課

の職員が運んできたりはしましたが、中央公民館の避難所は５名で運営いたしました。 
木村教育長 
  プリミエールの運営もプリミエールの職員だけで行ったということですか。 
渡辺プリミエール酒々井館長 
  はい、議長 
木村教育長 
  プリミエール酒々井館長 
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渡辺プリミエール酒々井館長 
  プリミエール避難所は、プリミエール職員２名と役場の職員３名の合計５名で運営を

いたしました。 
木村教育長 
  避難所に配置された職員以外にも役場内に待機していた職員がいましたが、どのよう

な配置だったかご説明いただけますか。 
吉村学校教育課長 
  はい、議長 
木村教育長 
  学校教育課長 
吉村学校教育課長 
  学校教育課では、私と１名の職員が待機し、２名の職員が避難所の運営に当たりまし

た。学校給食センターの所長も待機をしました。 
鵜澤生涯学習課長 
  はい、議長 
木村教育長 
  生涯学習課長 
鵜澤生涯学習課長 
  中央公民館につきましては、前日の１１日から避難所が開設されましたので、生涯学

習課及び中央公民館１名ずつの職員で運営に当たりました。１２日は先ほど中央公民館

長が申し上げたとおりです。１３日にも４名の職員が待機いたしました。 
木村教育長 
  ほぼ全員の教育委員会職員が対応に当たったということです。役場内や避難所に泊ま

り込んで仮眠をとって避難所の運営をしたり、待機をしていたということです。課長等

の職員は当日何らかの対応をしておりました。 
林委員 
  はい、議長 
木村教育長 
  林委員 
林委員 
  今回、早い段階から危険を知らせる報道等がありました。酒々井町でも災害対策本部

が設置され、酒々井小学校・大室台小学校・酒々井中学校などが避難所として開設され、

ほっと安心した町民の方々もいらしたと思います。 
木村教育長 
  酒々井中学校は、修学館を使用しました。今日も先ほど防災無線が流れましたが、こ

の大雨で中央公民館とコミュニティプラザが避難所として開設されております。今日は

雨の量で言えば先日の台風のときよりも多いように思えます。中川の水かさが増してい

るとの情報が入っております。 
  ほかにご質問等はございませんか。なければ、以上で報告を終わります。 
  続きまして、議案の審議に入ります。議案第１号「令和元年度１１月補正予算（案）

について」を議題とします。事務局から説明をお願いいたします。 
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非公開 令和元年度１１月補正予算（案）について 

                                       

 
４ 次回会議の予定 

木村教育長 
  以上で議案の審議を終わります。 

続きまして、「次回会議の予定」を議題とします。事務局から説明をお願いします。 
七夕こども課長 

はい、議長 
木村教育長 

こども課長 
七夕こども課長 

次回会議の予定ですが、令和元年１１月２８日（木）午前９時３０分から役場西庁舎

２階第１会議室で予定させていただいております。 
併せまして１２月の予定ですが、１２月２０日（金）午後２時から役場西庁舎２階第

１会議室で予定させていただいております。 
木村教育長 

事務局の説明のとおり、次回会議は１１月２８日（木）午前９時３０分ということで

す。普段と開始時間が違いますので、お間違いのないようにお願いいたします。 
以上で、次回会議の予定を終了します。 

 
                                       
 
５ 教育長・教育委員の予定 

木村教育長 
続きまして、「教育長・教育委員の予定」を議題とします。事務局から説明をお願いし

ます。 
七夕こども課長 

はい、議長 
木村教育長 

こども課長 
七夕こども課長 

（事務局説明） 
木村教育長 

事務局から説明がございました。お聞きのとおりご予定願います。参考までに申し上

げますが、１１月７日（木）ここには記載されておりませんが、町議会臨時会が１０時

から予定されております。また、しすい病院の竣工式が１１月３０日（土）１１時から

予定されておりますので、併せて申し上げます。 
  以上で、教育長・教育委員の予定を終了します。 
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６ その他 

木村教育長 
続きまして、「その他」を議題とします。事務局からその他はございますか。 

渡辺プリミエール酒々井館長 

  はい、議長 

木村教育長 

  プリミエール酒々井館長 

渡辺プリミエール酒々井館長 

  ただいま予定表にございましたとおり、明日１０時からオータムコンサートを開催い

たします。教育委員の皆様の分もお席を用意いたしております。開場は９時４５分です

ので１０時前にはお越しください。なお、プリミエールは現在、工事を実施しているこ

ともございまして、駐車場の不足が見込まれています。恐れ入りますが、お車でお越し

の場合は、役場に駐車してくださるようお願いいたします。 
  次に、お手元に一枚パンフレットをお配りしております。「町制施行１３０周年記念 

ふるさと酒々井ふれあい音楽交流会」ということで、３日間音楽交流会を開催いたしま

すが、その最終日に有料のコンサートを行います。そのパンフレットでございます。交

流会の中では、大室台小学校３年生の２クラス、酒々井小学校３年生の３クラスの音楽

授業を利用しまして、パンフレットに掲載されていますアーティストにより、クラシッ

クギターとフルートの出前音楽教室を実施する予定としております。 
  教育委員の皆様には、お席を用意する予定でございますので、ぜひご都合をつけてお

越しいただければと存じます。パンフレットの裏面に酒々井町の好きなところを記入し

ていただく欄がございますので、アンケートをお答えいただいた中からピックアップし

たふるさとの風景などをホールの背景に映し出して、コンサートを楽しんでいただく考

えでございます。なお、一般の方には１１月１日からプリミエールでチケットの販売を

開始いたします。大人１，０００円、子ども５００円、小学生以前のお子さんは無料で

す。特別チケットとして親子券を販売いたします。大人と子どものペアチケットのよう

なもので、安くご購入いただけるものです。 
  以上、ご説明をさせていただきました。よろしくお願いいたします。 
木村教育長 

親子券というのは、高校生以下とありますが、高校生も含まれるということですね。 
渡辺プリミエール酒々井館長 

  はい、議長 

木村教育長 

  プリミエール酒々井館長 

渡辺プリミエール酒々井館長 

高校生も含まれます。親御さんでなくてもおじいちゃんおばあちゃんとお孫さんの組

み合わせも可能です。大人と子どもで来ていただき、観客増につながることを期待して

おります。 
木村教育長 

ありがとうございました。委員さんからご意見、ご質問等はございませんか。 



 

 
 

１５

（委員からその他なし） 
ないようですので、以上でその他を終了します。 

 
                                       
 
７ 閉 会 

木村教育長 
以上をもちまして、本日の日程に掲げました議事は、すべて終了しました。 
酒々井町教育委員会１０月定例会議を閉会といたします。 
 

（１５：３６） 
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